
199 十字架上での最後の３時間 

ルカによる福音書 23：44～45 他 

 

▶ルカによる福音書 23：44～45 

44 既に昼の十二時ごろであった。全地は暗くなり、それが三時まで続いた。 

 

45 太陽は光を失っていた。神殿の垂れ幕が真ん中から裂けた。 

 

・・・・・・・・・・・・ 以下、金曜日の午後３時からの出来事である ・・・・・・・・・・・・ 

 

▶マタイによる福音書 27：46      

三時ごろ、イエスは大声で（→全地に響き渡って）叫ばれた。「エリ（エリヤの短縮形のヘブライ語）、エ

リ、レマ、サバクタニ（アラム語）。」 

これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。→第４の言葉 

→マルコによる福音書 15：34 

三  時にイエスは大声で叫ばれた。「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」（アラム語）これは、「わが

神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。 

→詩編 22：2 

わたしの神よ、わたしの神よ／なぜわたしをお見捨てになるのか。なぜわたしを遠く離れ、救おうとせず

／呻きも言葉も聞いてくださらないのか。 

 

第 1 の言葉：ルカによる福音書 23：34・・・・・・ファイル No.197 
〔そのとき、イエスは言われた。「父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているのか知らないので

す。」〕人々はくじを引いて、イエスの服を分け合った。 
→午前 9 時に十字架につけられた時の言葉である。新共同訳聖書や聖書協会共同訳聖書では真正性を疑

われるものとして、カッコ〔〕書きしている。しかし、ステファノの殉教の聖句（使徒言行録 7：60）は

本節を前提にしていることから真正性がある。 
 
第２の言葉：ルカによる福音書 23：43・・・・・・ファイル No.198 
するとイエスは、「はっきり言っておくが、あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」と言われた。 
 
第３の言葉：ヨハネによる福音書 19：26～27・・・ファイル No.198 
イエスは、母とそのそばにいる愛する弟子とを見て、母（マリヤ）に、「婦人よ、御覧なさい。あなたの

子です」と言われた。それから弟子（ヨハネ）に言われた。「見なさい。あなたの母です。」そのときから、

この弟子はイエスの母を自分の家に引き取った。 
 

 



▶マタイによる福音書 27：47 

そこに居合わせた人々のうちには、これを聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言う者もいた。 

→エリヤは、「わが神」を意味するアラム語（エロイ）またはヘブライ語（エリ：エリヤの短縮形）のよ

うに聞こえることがある。あるいは、預言者エリヤが到来し、メイアのために道を備えると人々は期待し

ていたので、イエスがエリヤを読んでいると思ったのかもしれない（マラキ 3：23～24）。エリヤはイエ

スの誕生する 800 年以上前のイスラエルの預言者である。 

 

▶ヨハネによる福音書 19：28 

この後、イエスは、すべてのことが今や成し遂げられたのを知り、「渇く」と言われた。→第５の言葉 

こうして、聖書の言葉が実現した。これは、詩編 22：16、42：3 の成就であると考えられている。 

→詩編 22：16 

口は渇いて素焼きのかけらとなり／舌は上顎にはり付く。あなたはわたしを塵と死の中に打ち捨てられ

る。 

→詩編 42：3 

神に、生ける神に私の魂は渇く。／いつ御前に出て、神の御顔を仰げるのか。 

 

【参考】 聖書にある「渇く」 

 

 
 
 
 
 



▶ヨハネによる福音書 19：29～30 

そこには、酸いぶどう酒を満たした器が置いてあった。人々は、このぶどう酒をいっぱい含ませた海綿を

ヒソプに付け、イエスの口もとに差し出した。イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げられた」

と言い、頭を垂れて息を引き取られた。→第６の言葉   

→酸いぶどう酒は、安いぶどう酒と酢、そして「苦いもの」（詩編 69：22、箴言 27：7、マタイ 27：34）

と呼ばれる薬が混ぜられた。この混合液は、十字架の苦しみを和らげ、死を早めるものだった。ヒソプは、

灌木（枝が群がりはえる木）のような根と頑強な茎を持つ植物で

あるとされるがヒソプの正体については不明である。今日ではシ

ソ科の多年草である、マジョラムの近縁種であるシリアンオレガ

ノ Origanum syriacum が聖書のヒソプとみなされている（右図）。 

→イエスの「成し遂げられた」という言葉は、この世の命が終わ

ったというだけでなく、この世の罪の犠牲となるようにと、神が

イエスをこの世に遣わした目的が成就したことを意味している。 

 

【参考】 聖書に登場する「ヒソプ」 

 

 

 

 



▶ルカによる福音書 23：46 

イエスは大声で叫ばれた。「父よ、わたしの霊を御手にゆだねます。」こう言って息を引き取られた。 

→第７の言葉       

 

▶ヨハネによる福音書 19：30   ・ 

（イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げられた」と言い、）頭を垂れて息を引き取られた。 

 

・・・・・・・・・・・・ 以上、金曜日の午後３時までの出来事である ・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

【参考】 イエスの十字架から聖霊降臨まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書から見た過越祭と除酵祭、そしてイエス・キリストの磔刑

ニサンの月

第一の月の十四日の夕暮れが主の過越である。同じ月の十五日は主の除酵祭である。（レビ記23：5～8） ㊟聖書記述通りの図表示

夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼

10日：小羊を一匹用意する（出エジプト12：3） 　　●14日夕暮れ：小羊を屠り、その血を二本の柱と鴨居に塗る（出エジプト12：6～7）

緑：過越祭→ 夜 昼 夜 昼 夜 昼

最後の晩餐→ ●　除酵祭の第一日、過越の小羊を屠る日（マタイ26：17、マルコ14：12、ルカ22：7、8）

キリストの磔刑→● キリスト復活→ ●

15日夜：小羊の肉を火で焼き食べる（出エジプト12：8）
過越祭：主の過越し（出エジプト12：11、12）

マタイによる福音書
マルコによる福音書
ルカによる福音書

二十一日十日 十一日 十二日 十三日 十四日 十五日 十六日 十七日 十八日 十九日 二十日

十四日夕方
▼

71 2 3 4 5 6

除酵祭：七日の間（十四日夕方から二十一日の夕方まで）
　　　　　 酵母を入れないパンを食べる（出エジプト12：15、12：18）

日金 土（安息日）

バビロン捕囚前の暦


